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序  

前楯吊は名山赤城山を背に、坂東太郎で名高い利根川や載規則大朝をはじめ多くの詩  

にうたわれるノユこ棚川が市術地を損流し、川手折々の帆一l出こi鋸Lる詩情豊かな県榔です。   

前輪市域の赤城山南放と前橋子り軋l∴には、礼文l時代からj互1！卜近代にかけて人々の生  

ilキの旭跡をホす遺跡・遺物が数多く布イ上します。柑こ1l川tにおいては、かつて市域に80  

0余基の存れが伝えられています。そのIt】には、来園の’■1瀾を代来する前橋天利＝＝‾古墳  

をはじめ、八l帆1＝与力■し 大畠三ニイ1l－椚、大川・絵札二千山71】‘頃、宝膵川l■lt誹‡、蛇穴l1】  

．1描i等のl車‖旨定の史跡があI）ます。また、山二＝賂■、11、L町国分付仁一J：、－卜州耶〉I已’、tj■ニ、上  

町国府の重要遺跡が本村城西削の総社・元総社に脹申して存在しますぐ 

このように前橋の地は、了1丁代において政治・㌫教・経済・文化の■トい也として栄え、  

来園の奈良とも冨われています。また、l＝勘こおいては、戦国武胴の良化氏・上杉氏・  

武l1収・北条氏が縞を削った地であり、近1鋸こおいては、洒イじ人γ．の洒ル氏・松平氏が  

居城した閲束三大名城の一つの胱怖城カく、あります。まさに、一甘れな文化遺靴に溢れる術  

と言え ます。   

屋政道跡は1祢暗箱元総社町に位潰し、マンション建設（RC4階建）に伴う黒急発相  

調査です。別席の結果、ハ墳l時代の肘．1；・址1帖・坪安時イ㌧の住力Hll二4叫・堀1粂・井戸  

2基等が発見されました。このl人J、堀はl卜世の蒼渥城に係るもので本丸跡よI）30（）111南  

酢こあたり、近くには釧＝‖屋敷・讃‖岐腑放があります。J州の堀リソJ■・彬状から蒼摘．城解  

明の一端ほ知ることができると凪います。また、遣物としては、＝伸・帯・須恵損・灰軸  

陶岩卜緑軸陶拙筆の二＝膵棚をはじめ、了1■一頃時代の削れ製．■，l】●（白斗．等）1射個が検付され、  

多大な成果を．卜げることができました。   

本報告巷を・川行するにあたり、松仰ほ㍍十車務所・カシワギニ＝傍店・明高建設≠式会社・  

野利‘ん京氏に物心1■l一州けのl舶力をいただき、厚〈感湖伸し卜げます。   

本軋告寄が斯ギ：のヲ己風二少しでも為二与できれば申、に〟じます。  

岬Ⅷ162 隼 2 J】151l  

前怖11丁教育■会員全   

数 ヂf j遠 別 本 信 正   
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Ⅰ 胴査に至る経締  

ⅠⅠ遺跡の位芯と瑞境  

ⅠⅠⅠ朋 査 の 経遇  

Ⅳ 層  序  

Ⅴ 逝 構 と 遺 物  

Ⅵ ま  と  め  

1．この報告書は、野村左京氏（肝馬県前橋市元総社町2，200）が建設するマンション予定地   

（群馬県前橋価元総社Ilけ2，200）における発掘朋紬こ関するものである。  

2．調査は、前橋市教育委員会社会教育課文化財保護係が相当し、高橋正男・前原 豊が参加し  

た。また、調査にあたっては松岡設計事務所・カシワギ工務店・明許建設株式合札・野村左  

京氏に秋用及び協力を得た。  

3．本脊の作成は、高橋正男・前規＋盟が共l司討議の上、執筆・織機にあたった。なお、遺物の  

実測・製l溺について松本 保氏の協力があった。  

4．本遺跡の略称は61A20である。  

5．遺構の略称は次の過りである。  

H…住居址、W…沸、ト‥井戸、S…石傲遺構  

6．遺構・避物の実測履lの紬尺は次の過I）である。  

遺構…全体図1／300、住居址・土坑…1／80、遺物‥・二川詩1／3、瓦…1／6、滑石製●肯．…1／2  

7．スクリントーンの使用は次の過りである。  

遺物実測図  灰利・・エ，∴ 炭化物…功三   



屋敷追跡の位置  
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Ⅰ 調査に至る経抑  

昭朴61年9ノニj9ト川で木調直也のマンション址設に伴う理祓文化財東面那加依柚が、町小目Iご京  

氏より捷甘された。9ノー1611に前輪市教育委1i会社公教育課で現地踏証をした結果、本朋基地は  
わ■うノ′  

推定上町田府城（茶油城域）い‖こ入ることが／考－えられるため、古墳時代から小1裾こかけての遺跡  

地である可能性が放めて高いことが判明した。そのため、11‖411に嗣宜地の来西・南北に帖1  

111のトレンチを3本設定し、追跡椰認訓兼を失地した。その紺架、平安時代の†三i三居址11】叶・小・世  

の・ル戸2基・裾毎城の堀1粂を碓認することができた。そこで、闘発車業者である松岡設計串務  

所及びカシワギ工務情と1鋸礁肌標し、前掛1J教育委員会直′首で発≠嬬町有を尖施することになった。  

やし．さ  

なお、本追跡の名称は、地和．改正牒lによる＝＝山柵の字名を拭川し、見放遺跡とした。  

ⅠⅠ 遺跡の位置と環境  

1 遺跡の立地  

尻政道跡が所イ1する群蟻県前橋拓元総社l町2200番地は、板来太郎として名高い利肘Ilのイ帯号に  

位昔■：し、押出県庁からi些i31川1の妬こある。遺跡は、県道足γ巨日嗣仰視二面し、桝を南北に走る関  

越l三Ⅰ動小道（新潟線）と束に帥！1ろする総社神社のほぼ小火に†立浩一する。また、遺跡の向には、国  

道17サ練（通称高前バイパス）が舶1些iから北火に走I）、その砧束1】川1に国鉄新前楠駅がある 

遺跡は、北西から南火にかけて緩やかな佃斜をもつ微高地卜にあり、匹＝こは榛名山水系の梁往  

川、束には同水系の斗・池川が流れている。附近の標高は約118111で、これらの河川lとの比商は、  

3－5‖1を測る。遺跡の近怖は宅地化が進んでいるが、周辺にはまだ、桑園や畑地が残っている。  

2 歴史的環境  

本道跡の位讃する1甜源吾地は、約24り0（）年制こ浅関山の火山泥闇川瀬物によって形成された。  

遺跡の位潰する前植苗元総社町周辺は、i川舟否地が形成された当時、まさに無人の地といっても  

よい子J‖と原地鵜だったようで、州イ用射呼代の遺物は見つかっていか、（）しかし、経文明代以l勘二な  

ると人々が肘三i三を細め、今l‡一に至るまで連綿と多〈の遺跡が域されている∴抑こ、1i川■掴冊満潮  

から小世にかけては、主要な遺跡が漱脹しており、肝J．！iの了！．●代から小地史を語る＿Ⅰ二で似めて薫製  

な地域になっている。   

その内、全「印】1Jにイr名な史跡・追跡を挙げると、本道跡の北に、廿⊥廃守跡、蛇穴山ハ眉、三i；：  

搭山古墳、総社二千山†！川i、西に」1∴町国分寸、南にl＿l市道跡、そして束には、．l二野国府跡1小胆  

の裾毎城跡にほぼ重陽する）、総社神社等がある。   

また、椴近では、奈良・平安時代の†＝i津川二が検出された満目南部遺跡群、仰木遺跡、甘抑制鶴  

丸がパン粁＝こして400細別と多㌫に山二1∴し、経文畔代から奈1込∴平安時代の†三冊；・址が検山された   



riH．2 掛肘jⅢ王J．射とl琶】（伊仙）（＝  

た何分－い＝冊仙鋸出帆．ト頃‖す代かレ企良・平安時代の†油川二が相川されたノL絵札‖廿伸辻招机 ■ll  

眉時代の住居址やl二軸廿域をl互助けると考えられる大溝が価認できた関根闇一捌軋、さ・て）にヤ安時代  

の水川址が発見された前瀾＝＝・粁＝ll埴遺跡等か、本題帥付加．■ij辺で発掘誌札在さノLており、本j封亦と  

の関連が十分考■えられる。  

－ 2 －   



Ⅲ 制査の経遇   

・拭裾調在は、l脚】61年1川4仁＝火）に失地した。その拙架、住居址1軒、ル戸2基、溝1粂が  

一桁一どでき、第3トレンナの井戸1肘二つい  

ては、柵すたまで実施したし、   

聞発車■業署との協議の結架、発掘胡証は、  

lけ川【】61年11Jj121≡1（水）・13巨1（木）・2川（1‡）一ノ  

の3日削で実地した。調査経過の槻要点、  

■卜．；」の通りである。、  

011Jj12ll（水）   

燕機による衷土」カ川り、プラン碓認、上i三い．   

址3帖・井草1Jl〔、イ博史遣柵の堀り■下げ。  

011J二j13l】（木）   

遺構の測景、全休傍＝ノド成、写亙鋸揖、イI●   

収遺構下の2巾l二の住居址倹≠い明日下げ。  

011ノ‾】211！（企）  

l卜tり・蒼渥城の堀跡を楯山・枯木  
fig．ニう h日放遺跡発仙川．▲一J在l薮蚊卜室l（1′1（）り山  

Ⅵ 層  序   

本選跡のJ甘辺は榛名山ニッ情陣■卜のドA・  

1こ、1〕層、浅削‖1降トグ）1う・C咋イ丁屑が棟出  

されている場合も多い。しかし、本遺跡で  

はFPとC頼れが少量検出されただけであ   

る。   

遺構は地衣から約5（）（正一、‘の全休潮昭Ⅷ屑・  

JlI屑で検川された。  

I屑……既存の家の撤上のとき」州川さJL  

た上、あるいは＝仙川；二・卜  

‖層・‥11、1〕・C裡イr●が少最混じる某裾  

色土  

川軒 ‥〔J－一ム潮移牒  

IV酢‥・・砂門口ーム屑 り山い  

Ⅴ牲t…・シルト屑  

＿＿＿ 、＿－－＿＿＿＿【＿＿＿－＿  1．5  

tig．－1尻偶成錐侶甘≠」舟昭1（1／2い1  

ニi －   



Ⅴ 遺構と遺物   

1 遺構  

本道跡でヰ鋸iほれた迫川闇、、I∠安‖射代の竪穴月井抽l二4軒（Ⅰト1～4）、ハ墳時代磯期の竪穴  

住万H止1車（H－5）、小世の井戸2基、小世裾毎城の堀1粂、・巨世のものと′思われるイ1■倣遺構  

1基である。以下、各遺構を仙川佃ノに比ていきたい。   

H－1号住居址  本†出川二はE・F－7・8グリットで確認された。規叔は南北に4．15－－1・  

束捌こ3・－1を洲り、三i州をN－8lO－Wにとる長方形を呈するとイ・えられる。滝周辺と北側の残  

りは悲かったが、南西側の碓認両分らの甥高は約4c…であった。南璧虻：くに位置する長州90c■－－、  

徹軸72c…、探さ35c川の柵「1川きをしたピットの－いから、練榊l軸器（1什）をはじめとして避物が比  

較的多く‖廿した。このピットは、本†三i常址の貯蔵穴と芳えられる。庖は、東壁の小心から南へ  

1  2  3  4  5  6  7  8  9  10  

f j g．5・姑政道跡全体図（1／300）  

－ 一1 l   
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fi“．6 ‖一1・2馴軋軒址失測図（1／お0）  

下がった所に位潰し、亀の堀りノノであろうと′軋わ  

れるピット（60×50×30（：‖り が検出できた。   

H－2号住居址  本†．・＝廿址はドー7・8グリ  

ットに位消し、両側が制宜区外になっている。ヤ  

両は師甘ノブ向が4．小11を測るが、南北■ノノ宜」は不明   

努彪 崇   
2 111 

rig．7 ‖－3－5号圧力汀1∴  

Ⅰ‾1・2▼り丹戸スケッチ図（1ノ／80）  

である。確認からの壁高は、約7川と浅かった。  

ほぼ完形の須恵損の椀が5ノ∴】∴†：軌；▲の北側より廿二卜した。   

H－・3号住居址  本†三柚；血二は、電の川辺がF－6グリットで検山された。穏は、射勘こ作ら  

れており、堀リソノてあろうと一県われる盲犬いピットも楯山できた。   

H－4号住居址  本†詔．肋Lは、如拙こ位潰するとノ〟、われる電だけがF－6グリソトで検．1tlさ   

jLた。   

H－5号住居址  本†二軌；一址は、F－5・6グリソトに†正造すると考・えられ、イ用女遺肺の」卜か  

ら確認された。j封勿は、h現時イ‾じ後州（魁il一川j）のものと止しわれる土損と滑イニ】●彗軋＼J】（lて二I玉等）が  

14点山」二した。  

1－1号井戸  C－7グリソトに位i捏する素瑚りの井戸である。確認両での規快は径1∴う‖1  

－ 5 －   



のほぼ＝川ラを呈し、探さは3－れまで碓認できた。←l∴部がロート状に落ち込んでいることや州土逝  

物から推測すると、中世の頃のものと′軋われる。  

Ⅰ－2号井戸  F－6グリットに位i桐‾る素堀りの非戸である。規模は上端径1・1－－1、下端  

歓）．7－¶、深さ3．7－－1である。拙二卜遺物から判断して、■卜世のり■iのものと思われる。   

S－1号石敷遺構  F－6ブリットに位粧する。南側の一部は調査l墓地外になるが、規槻は、  

南北ソナ向が2．211l、束1叫‾ノ小甘が1．3－－－の柵ト1j  

形をしていると考■えられる。径9～17cmほど  

のl廿形をした平たい錘‖桐二rが、小火西側郡を  

除き100仙ほど敷き詰められていた。しかし、  

仰のために作られたかは不明で、ある。遺構の  

構造から、おそら〈小世のものと止しわれる。   

W－1号溝  調査区の西側をN－120－  

Eの方向粧をもって南北に走行し、朋査1基二城  

外へ延長する大珊である。二1二層断面l到で見る  

と、」1帖7．6111、‾‾ト偏1．65Ill、探さ3．9Ⅰ－－のノr：  

村村跡形をしたきれいな逆ハ形を呈する。大  

溝は、約520の用度で来側も曹冊ほIii」じよう  

にほぼ直線的に立ち上がっている。視土は6  

榔こ分かれ、レンズ状に杵柄している。この  

rig．8 S－1号イf・放遺構架≠順l  

4 m  2m  

fig．9＼へ′－1り湖（裾神勅椚亦）二川冊珊1iスケッチ（1佃0）  

，▲ li －   



fiH．10 才キ而Jノ射乱脈り惇】（山帰一】仁一7日に粗る）  

大溝の規快・叶わ1人・城川7ノ・肛l∴及び山崎一氏の汁渥城紬張リ1窒1の瑚跡にこの人溝の†立昭が一致  

することから、1′12叫ミに長尾摂行が築いたといわれる紆瀬城の別・椚岐屋肋を軒lぐするJl・肌弥と断  

定できよう 

7 －－   



2 造物   

検出された遣物の大半はlト1～5引狛廿」lニク）ものである。 1－4号住刷lヒのうち1・2号仕  

l  l          王・－ 1                     ：l  

fig．11Ⅰト1～3サ上皿・址出二巨魁物（1／3、1／（う）  
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－                      ！ 、  

くゝコニ  
20cm  

rig．12Ⅰト4・5†：柑址、W－1サ溝＝1⊥遺物尖州紬1／3、1／6）  

出ニl二の杯矧烏小形化してい  

ることから10世紀後半代の   

位’都づけが考えられる。3  

・4号軋軋侶二ついては、  

山二1二遺物の．甘数が少ないた  

め、10・tりこ紀代と考－えておき  

たい。4－2、4－4の杯  

と架は4一瞥住居に混入した  

ものとして肥えられ、8世  

紀終末に位苗づけられる。  

亡：）（亘＼  ◎ ①  

ロ） 一Ⅲ）（伊  
5  6  7  ⊂Ⅲ1皿2 Ⅲ。□p 。  

∵、、 し」、 ‘二、．   

dD 【ヨーヨ  くこロフ   
12  13  14  

こ、ウ1 蒜1しこ‘∫′ニ、  

仁D m ㊦ ㊦  
9  川  1l  

5cm  

rig．131l－5号仁＝．出1川け．の削れ製．1．，，（1／2）  

5号†三＝許址は全体の一部を調布したにすぎず、全休を発据すれば、多最の滑イ腰■l■1】が検山された  

ことと考えられる。汁けl●製剃ノ1－■等の山二l二はか、ため、多量のi・i■けJ製■1■ほ所有していた住居と判断  

でき、描・れ模造．晶を川いる祭祀が本住居でとり行なわれ、県溝の中核をなした酎－！；■と且け）れる。  

・－ リ ーー   



よ“ム．1屋政道跡山二卜遺物触森裳  

イた宴或  テムJl土  成・棺…彬 ノブ 法  

Nl）．  昔話 帥  域イJ：  肋土  色 調  †瑞  考’  
肺サ  川埜郡眉  【二＝陳…可部  峡  邪   

ロ  11l－l  杯  11．H ：う．～）    密   柑  如かく外J文。  イ掴転私財来動恨  灯l理烏  

2  tIl－2  杯  1（）．6 3．†）  1ハ  密   ほ八用  外帆   イ了川転私財来彿恨   

田  】Il－3  カワラケ  1（）．H ：う．5  1／2  砂粒  栂灰  l虹、∴。   イrl州り三糸り」三1こ謝・詫。   

トIl－‘l  椀  11．7 －  l／′l  密   灯Il用左  

5  1／二う  三l川■‡▲拍。イ＝州  

転糸切衡甘什牲乱  

lノ、描出減に閃〈。  

札  馳軋  

7   1／6   鴨他。   撫。  

8  11■1－8  小無  ！）．バー  細雨こ炭化物。  

【11－9  中丸  凸面縦ノブ向の撫。   

！）．‘1：i．l   紬l仁なつくり。  

円  砂粒  

制軋  川価なつくり∩  

lJ   イ√回転糸切木調惰っ   

田  高子Tは＝裾なつ  

乱  〈リ。  

‖  密  内仙こ孤ね触札  

糸り」後胤  i潮ナ川1■ナ。  

紬卜な1l▲拍。    15   

113－1  灰軸椀  1／6  密   †ぺlナ1  三l川＃路。   紳ナ川けで他紙  

17  1Ⅰ3－2  純  l′l  砂粒  さ損肝臓  l河虹糸リノ後撫。   

11こi－3  外Irl鯛椚り。  撫。  椅梢痕。  

l人‖州無。  

‖1－l   1．／ll   回紅組抑御製   

20  ‖4－2  二＝肝絹嫌  11．7 こi∴i  1／2  密   如かく1ノ、Jii？。   

21  1トl－3  杯  ‖．0‘l．3  1／こi  紗㍑  に．；い州i貢  外帆   川他流りJ」湖払   

22  1卜l－‘1  二1朝帯班  22．2 【  1／＝）  密   描  「〈」のノ＝服。   

－10 －   



ギたぎ∫点  扶．■iく  

Nl） 許諾 帥  用石：  りfJ－t  色 調  

鮨り■  l】祥砧l－Jj  

2：i  トⅠ5－1  椀   1／5  密   附帯  外接を持つl二け染、  飽満り。  仙1用封イこ甜肘頴 

13．t） －  描  外接巷」■－．lつl】暑・染。  馴e   

25  外接をイ】一し、l／拉二  

するl．1綾。  

26   密   帰伏    凹面、佃仙川軋   

27  Wl－2  ード」、」  密   

iれ悪器杯州似）  

帖二h板づ〈り            吠l‘l  ＝＝両、ホリ」痕。  l‖両†、軒川」さ。  

ノIL  例  

1．逝物番号の呼称は、遣物瑛判り1馨1のイ「卜に表示し、住居■名－N（）．（例1－2、1サ住瀕抽1二の  

No．2を表わす。）の川riとした。1丁は捜．卜扱かい、Wは溝の略称である。  

2．遺物のt・椚肝で特に記職がないものは、・肋櫨を便川の二L端で、壬i’（恵岩諒と＝帥端の申刷的佐   

伯」∴ 色別、焼成等を持徴をもつものである。  

上αム．2 トⅠ一5サ肘出l川卜川拓製．1／，一覧表  

計  州  情   rl   iノ：    けラ  態  

N（）．  イ】‘‖   備  考■  
接触×帰朝】×厚さ×孔径  ／＼  血   tう  血   l刷 Irli  

2  1：う×－×  8×‘l  ロ  穿、札  ロ  21×】～）× ！）×こi  椚イ」●   lll」てjこけう 

〃  ‖＋宣服 

Jl  1二iX－×  BX3  ロ  ・   十十 ＋し十l十   

5  l二iX【×  ミlX・l  ロ  ′・ 克服   

ロ  l侶J」を〟する。   

〃  ．   ＝ 宣≠   

ポ  10×－× トl）×こう  ロ  liり 卜．  1くIlj】 
】  

9  12×－×  8×こう  

ロ  
J伸しに川lざIi  ーiijト  不 明 ．12現／J： 

川  12×－×  7×2  ロ  欠  ナil   イく～いノ仙こ川軋仁イく 川」   ‖ 12現／J二 

12×一× （しi）×3  ロ  矢  川   藍子J■り川りに川lざlさ ’イこ  川】   1封凡作   

ロ  同  ト  イく  川】   ′ 1こ川と／J：   

12  ‖り×－× ‖）×こう  ロ  イく lりj   ′′ lこ川川： 

1・l  12×－× ．1×二i  ロ   凹ハをイ】－する。  同  ト  イく lり」   ′ 12明イ′二＝   

（）は〃拍：帖を示す。  
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Ⅵ ま と め  

調査の結果、検付された竪穴住居址は斜・l・5抑で、他に井戸2基、鵜1粂であった。発掘区は  

前橋台地に位芯するが、気粧堆梢のローム層の布イヤミから周辺に比べ向くなっていることと考・えら  

れる。住屈闇Ⅰ－ト5号住居址が6世紀中北鬼高ⅠⅠ式の滑石根楔造．1．ほ多謝こ有するものであI）、  

その他の住居が10世紀代のものであり、カワラケ的な二日渥も含むことからより後山の様相も含ん  

でいる。‖－4号住居址に混在していた杯と袈は8世紀終末に位置づけられ、国府との時期的関  

越が気になるものである。出二1二出物もイ三輔4山こ典伴するものが主体を占めるが、わずか1点、経  

文時代lい期の勝坂式土帯が山土した。   

今回検出されたW－1乍さ・桃は硯膜と断面形態からみて、車聴蒼油側溝の讃岐屋倣から南下する  

堀跡と考えられ、山崎一氏（1978）の茶渥城純肘）l到とも一枚をみるため、まちがいはなさそう  

である。斎毎城は1429年（水草元）年に長尾景行が築いたといわれ、1607年秋元長削が絵札城に  

移るまでの178年1用布絶している。その規膜は元総社l町の染料」lと牛池川に挟まれた径1200I11の  

範囲で朝潮に堀を配した列新式構造の大城郭である。染料Ilをせき】t二め要塞とし、水は二の丸の  

西南に広がI）沼状となl）裾毎の名を生じせしめた。   

蒼抽城の区域と7！－イじの上野I乱肝域が茄子銅‾ることは、多くの研究割こより論及されており、W  

－1号溝も蒼海城の堀跡であり、上野国府域から檜山されているB雌石を埋土に有する大桃との  

関連も労えられる。それは区剛即l坤業に伴い朋壷を実施している元総社明神遺跡や寺田遺跡で  

檜山された大桃の州線がl二‡尚古道から4‖け（436－－－）東となり、それをセ引こ折り返すとW－1号  
汀1  

柵の位捌こなる。しかしW－1号溝は＿Ⅰ∴帽8Ill、探さ4＝－と1割付の㈹囲で見つかっている大溝を  

泡かに凌ぐ規模であるため、重視をしていれば大溝があったとしてもその痕跡をみつける事憬不  

可能に近い。それであるが、古代、小世の二つの班要遺跡の一プブの堀跡が検証されたことは、今  

後、両遺跡を考えていく．1二で触めで示唆に蕾むものといえる。  

言‡：  

1．山崎 －1（）78 r附！川もハ城j地上の川九員 ＿＝生 甘伸雄戌化串業板輿悉による。  

2．‖削．・j凸をめぐる粂氾地剖については、槻行輿一ほか1981町周適朋凝裾乱射晰，（ⅠIl）J 声帥細微  

肯委＝会牒で論じ▲、）れている。上び‖l川については、近藤義妹1（）Bl「．日刊釧什をめぐる古代交通路」 持i  

濃 第3：う巷第2サ、肌棉打数頂牒川ほ†：り行グ）「花組侶】州】追跡Ⅰ、ⅠⅠ、11卜VIJl00こう、1984、1986等に蚊近  

の成果が報じられている。今宜＝炎訳した地神＝ま‖計．1γ道の軸線を捉北に削いl町毎（こ区制した。東西の軸線は  

困泉樋逝y亦（昭柑57年度訓溝）、11t】泉叩榊ル出跡（‖侶l】61隼度削崩）の人i措をノ．川ユにlヌニ制を行なった。その結  

果、人溝から8町硝芳川水が二度1即】に曲がる軸繍と一う女を比る。卿こ山※廃寺の情心魂勅蝋一戦までが、大溝  

から10即北におさまる。また、‖高．1J道・紬細から3町が楢心糠雨北柑こ一敗する。匝】分僧寺の東辺までがそこ  

から7削で、l偶了l，・捌Ih粗から川町西である。しかし、【j・】分仲川■の架辺某厨朋は尭北から4日引嗣■るため、粧  

1畑こ10椚とは言えない。こういったように川辺条里地神との一致もみるが、臥肝推定域の地域の地‘．1州こ4～60  

西偏する地割か存イrj‾ることも兄朴せない。またII商1】溌潮磯かJ）‘l町束と5明狛二2本の火溝が存イt卜するこ  

との理由も糾明しなければならない。  
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遺跡名称   

遺跡所在地   

遺跡蘭号   

調査期日  

嬰  親  

展傲追跡（やしきいせき）   
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